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ドイツ連邦共和国

• 人口：8千万人

（日本：1億2千万人）

• 面積：357,021 km²
（日本：377,835 km²）

• 時差：7-8時間

• 日本から11-12時間



ハイデルベルク

• 人口：14万人
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キャンパスの風景-その1-



キャンパスの風景-その2-



ハイデルベルク大学
-実験室-



ドイツ癌研究センター
（DKFZ）-実験室-

・



準備から帰国まで

2月 海外で研究したい意志を伝える

4月 proposal letterの作成

5月 Prof. Efferthとメールのやり取り

ゲストハウスの手配

6月 ゲストハウスの設備に関する問い

合わせ

7月
上旬 荷物を送る手配

中旬 顔合わせの日程と時間の打ち合わ

せ

7月16日 成田空港泊

7月17日 出国（フランクフルトへ）

7月21日 ハイデルベルクへ

Prof. Efferthと打ち合わせ

7月22日 Prof. Frickerと打ち合わせ
下旬 実験が始まるも上手く行かず
8月
上旬 条件検討からやり直し
中旬 結果が出始める
下旬 ひたすら実験
9月
上旬 Prof. Efferthとディスカッション

新たな実験の開始
中旬 ひたすら実験
下旬 相澤先生来る
10月
上旬 最後の追い込み

Prof. Efferthとディスカッション
10月13日 出国（滞在89日目）



ハイデルベルクでの一日
5:30 起床

7:00 研究室へ（徒歩10分）

実験

11:30 昼食(Menza)
デスクワーク

13:00
DKFZで実験(徒歩10分)

15:00 カフェでディスカッション

デスクワーク

次の日の実験の準備

18:00
| 帰宅(ゲストハウス or 旧市街地
| で夕食)、買い物

19:00 

22:00 就寝



ゲストハウス



学生食堂（Menza）



学生食堂（Menza）のメニュー



キャンパス内のカフェ



ドイツでの出会い



思い出の風景
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ITP関係者の皆様有難うございましたITP関係者の皆様有難うございました



ドイツでのアクシデント



聖霊教会とマルクト広場



ハイデルベルク大学
キャンパスの風景-その3-



環境先進国ドイツ



ドイツでの思い出の一品



ハイデルベルクの住宅街
-その1-



ハイデルベルク中央駅



ハイデルベルクの住宅街
-その2-



ハイデルベルクの人々



ネッカー川の一日



ハイデルベルク大学校内
-その1-



ハイデルベルク大学校内
-その2-



ハイデルベルク大学

• ドイツ最古の大学

• 正式名称

ループレヒト・カールス大学ハイデルベルク

• 12学部から構成

• 13人のノーベル賞受賞者を輩出

Bunsen, Kirchhoff, Haber, ‥



キャンパスの風景-その3-
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